












課題
使途・要件の見直し内容

（達成状況を評価できる目標も併せて設定）

＜品目共通（特に野菜等の高収益作物）＞
・労働時間の拡大、労働力の確保

＜要件化、新規使途設定＞
・機械化や省力化栽培技術、新品種等の導入
・作期分散など平準化のための作業体系の見直し
・作業効率向上のための農地集積・集約化、団地化
・コントラクターの利用・創設
・雇用労働力の確保

＜品目共通＞
・コストの増大（経営費、流通経費）

＜要件化、新規使途設定＞
・肥料・薬剤費削減のための低コスト資材、病害虫発生
予察等の導入
・農機具費削減のための機械の共同利用の推進
・包装・荷造経費等削減のための簡易包装の導入
・フレコン・バラ出荷、パレット輸送の導入
・直接販売への転換
・地域内流通

＜品目共通＞
・直播等の技術導入による十分なコスト削減効果が発
揮できていない

＜要件化、新規使途設定＞
・取組が点在化しないようにするための農地集積・集約
化、団地化
・技術習得の徹底（講習会への参加等）
・栽培・出荷指針の順守

＜品目共通＞
・有利販売ができていない

＜要件化、新規使途設定＞
・新品種の導入
・GAP、有機栽培の導入
・栽培・出荷指針の順守
・GI等の取得によるブランド化
・複数年契約等安定取引の拡大

＜品目共通（特に畑作物、高収益作物等）＞
・収量の減少・不安定、品質の低下・不安定（技術不
足、排水性不良等）

＜要件化、新規使途設定＞
・技術習得の徹底（講習会への参加等）
・栽培・出荷指針の順守
・多収品種・技術の導入
・排水対策の導入、圃場条件の改善
・農地集積・集約化、団地化
・適切なブロックローテーションの順守、構築
・収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）、収入保険等
セーフティネット対策の加入の義務化

＜品目共通＞
・農地の集積・集約化が進んでいない

＜要件化、新規使途設定＞
・農地集積・集約化、団地化

課題と使途・要件の見直し内容の例

＜別紙＞


